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１　はじめに

　野菜や果物を多く食べる人は、肥満や糖
尿病、心臓病、がんなどになりにくいこと
が、さまざまな調査研究で明らかにされて
いる。厚生労働省が策定した「健康日本
21」では、野菜はカリウム、食物繊維、
抗酸化ビタミンなどの、循環器疾患やがん
の予防に効果的な成分を多く含んでいるの
で、通常の食事として１日当たり350グ
ラム以上の摂取を目標とする、としている。
生活習慣病を予防する成分として、フラボ
ノイド（注1）や植物ステロール（注2）をはじめ
とする抗酸化成分などの作用も広く研究さ
れている。しかし、野菜の摂取量は未だ目
標に届いておらず、その一方で、国民の健
康への関心は高い。
　健康の維持・増進に役立つ機能性が表示
できる機能性表示食品制度が平成27年４
月に開始されて以来、機能性表示食品の届
出数の増加、および市場規模の拡大は著し
い。生鮮食品である野菜の機能性を表示す

ることも可能であり、機能性表示によって
健康維持や生活習慣病予防に関わる野菜や
野菜成分への注目が集まれば、消費量・摂
取量の増加も期待できる。機能性を表示す
るためには、病気にかかっていない人に効
果があり、関与成分が明らかで作用機序が
考察されていることが必要である。
　そこで、野菜の機能性研究においては、
新たな機能性の探求や、人での介入試験へ
の関心が高まっている。

注１：フラボノイドは植物が厳しい環境や外敵から身を
守るために作り出したと考えられるポリフェノー
ルの一種。

注２：植物ステロールは野菜、大豆、米などに多く含ま
れる油脂成分。

２　野菜や野菜成分を含む機能性表示食品

　これまでに大豆もやしが「骨の成分の維
持に役立つ機能があることが報告されてい
る」との表示で届け出・販売されている。
大豆に含まれるイソフラボンの女性ホルモ
ン様作用は世界的にも注目されており、わ
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【要約】

人々の健康への関心は高く、健康の維持・増進に役立つ機能性を表示する機能性表示食品
の市場が大きく伸びている。野菜の新たな機能性の解明やヒトでの有効性の実証もますます
求められるだろう。国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下、農研機構と
いう）を含む研究グループでは最近、高齢者ボランティアによる介入試験などによりフラボ
ノイドのケルセチンを多く含むたまねぎの摂取が認知機能を改善する可能性を明らかにした。

野菜の機能性研究
～たまねぎのケルセチンによる認知機能改善の可能性～
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図１　ケルセチンの構造式と北海道の調査地域で入手した食品中のケルセチン含量

資料：参考文献（３）による。
　注：�たまねぎにおいて妥当性確認された方法（Watanabe�et�al.Analytical�Sciences2012�28:1179.）を用いて、

ケルセチン配糖体を加水分解後、HPLCで測定した。

が国では、骨の維持に関わる女性ホルモン
の作用を補う大豆イソフラボンの機能性に
ついて、複数の介入研究の結果が発表され
ている。トマトはジュースで機能性表示食
品の届け出がなされており、カロテノイド
のリコピン（注３）のHDLコレステロールを
増やす機能に加えて、GABA（注４）の血圧
を下げる作用も表示されている。
　しかし、健常者を対象とした研究結果が
少ないこと、また野菜などの生鮮食品では
一つ一つに含まれる成分の量がばらばらで
あることなどから、このように機能性表示
に至った野菜やその加工食品は極めて少な
いのが現状である。農研機構では、たまね
ぎなどに含まれるケルセチンの機能性に関
する研究を行い、たまねぎの新たな機能性
として、認知機能を改善する作用を示唆す
る結果を得たので、紹介したい。

注３：リコピン（リコペン）は植物に含まれる赤色色素
カロテノイドの一種。

注４：GABA（γ-アミノ酪酸）自然界に広く存在する
アミノ酸

３　ケルセチンの摂取と健康機能

　ケルセチンはたまねぎや茶などに広く含
まれるフラボノイドで、黄色く、やや苦み
があるのが特徴である。
　欧米の調査研究では、食事からケルセチ
ンやケルセチンに似た化合物（フラボノー
ル類）を多く摂る人は、心筋梗塞で亡くな
る割合が少なかったと報告している。また
日本では、ケルセチンを多く摂取している
人は血中のLDL-コレステロールが低かっ
たという調査結果がある。動物実験では、
ケルセチンは脂肪や糖の多い西洋型の食事
を続けることで発症する肥満やメタボリッ
クシンドロームを予防・改善する作用が
あった（注５）。そこで、ケルセチンの摂取量
や健康との関係を明らかにするため、私達
は以前、農林水産省委託事業において、札
幌医科大学と連携して北海道でケルセチン
の摂取量調査を行った（注６）。調査地域で入
手した野菜などの食品に含まれるケルセチ
ンの量を測定したところ、ケルセチンはた
まねぎに多く含まれる他、夏に収穫された
アスパラガスやサニーレタスなどの緑黄色
野菜に多く含まれていた（図1）。
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　アスパラガスにはケルセチンを含む化学
構造を持つルチンと呼ばれる化合物が多い
ことが知られている。特定健康診断を受け
ている方を中心に食事調査を実施して摂取
量を推定すると、1日のケルセチンの摂取
量は夏と冬の平均で16ミリグラムから18
ミリグラム程度であり、夏は緑茶、たまね
ぎおよびアスパラガスなどの緑黄色野菜か
らの摂取が多く、冬はたまねぎからの摂取
が多かった（図２）。健康との関係では、
ケルセチン摂取量が多いと血圧（拡張期血
圧）が低いことが推定された。
注５：参考文献（１）（２）
注６：参考文献（３）

４　�ケルセチン高含有たまねぎ　　　　
「クエルゴールド」

　ケルセチンは加熱しても構造が壊れにく
く調理してもほとんど壊れない。さまざま
な料理に用いることができるたまねぎは、
ケルセチンの摂取に適した食材であるとい
える。北海道で栽培されるたまねぎは、本
州で栽培されるたまねぎに比べてケルセチ
ンを多く含むことが報告されている。
　農研機構北海道農業研究センターでは、
農林水産省のプロジェクト（医農連携プロ）
において育成した新品種「クエルゴールド」
を国内で栽培されるたまねぎの中で、最も
多くケルセチンを含むたまねぎとして、平
成28年に品種登録した（写真１、２）（注７）。
　「クエルゴールド」のケルセチン含量は、
可食部100グラム中に75ミリグラム度で
あり、一般的な北海道のたまねぎの1.5倍
から2倍程度であった。
　ケルセチン含量の高い「クエルゴール
ド」の可食部はやや黄みがかっている（写
真２）。私達は農研機構のプロジェクトに
おいて、「クエルゴールド」などのケルセ
チンを多く含むたまねぎを用いて介入試験
を行い、たまねぎの新たな機能性として、
認知機能改善効果を検討した。
注７：参考文献（４）

図２　北海道地域住民のケルセチン摂取に
寄与していた冬季の食品

写真１　ケルセチン高含有たまねぎ「クエルゴールド」

資料：参考文献（３）による。
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写真２　右がクエルゴールド（黄みがかっている）

５　�たまねぎに含まれるケルセチンの　　
認知機能改善効果

　現在、65歳以上の人口の約15%は認知症
を患っていると推定されており、認知症や認
知機能の低下から、自立した生活が困難にな
り、介護が必要となるケースも多い。脂肪や
糖を多く摂るような偏った食生活は肥満、糖
尿病をはじめとする生活習慣病の原因となる
が、このような食生活の偏りは認知症の原因
にもなることが明らかになってきた。
　認知機能を改善し、認知症や認知機能低
下を予防する食品の役割に期待がもたれて
いる。岐阜大学の中川らは、ケルセチンを
飼料に混ぜて食べさせると、認知症である
アルツハイマー病のモデルマウスや年を
取ったマウスの認知機能が改善することを
明らかにし、作用機構に関する研究も進め
ている（注８）。そこで、プロジェクト研究で
は、発症早期のアルツハイマー病患者を対
象としてケルセチン高含有たまねぎを摂取
する介入試験を実施した。
　一般的なたまねぎは黄たまねぎと呼ば
れ、皮が黄色く、ケルセチンが含まれてい
るため可食部も黄色がかっているが、ケル
セチンを含まず皮も可食部も白い、白たま
ねぎと呼ばれるたまねぎもある。

　クエルゴールドや黄たまねぎのうちケル
セチン含有量が多いたまねぎと比較したと
ころ、白たまねぎはケルセチンをほとんど
含まないが他の成分は同程度に含んでい
た。そこで、ケルセチン高含有たまねぎ（ク
エルゴールドおよび他の黄たまねぎを含
む）と白たまねぎを加熱乾燥粉末とした試
験食品を、間をおいてそれぞれ４週間ずつ、
お湯やみそ汁などに混ぜて毎日18グラム
摂取する試験を行い、ケルセチンの効果を
調べることにした。
　「改定長谷川式簡易知能評価」は認知症
でよく用いられる検査法である。口頭で年
齢を質問して回答してもらう、単語を復唱
してもらう、また計算をしてもらうこと等
により、認知機能を評価する。比較的軽い
認知障害のある５名の患者に、ケルセチン
高含有たまねぎと白たまねぎの摂取前後で
認知機能検査を行って比較した結果、ケル
セチン高含有たまねぎを食べた時にのみ、
記憶機能のうち、単語などを思い出す想起
機能の評価点数が良くなることが明らかに
なり、ケルセチン高含有たまねぎが想起機
能を改善する可能性が示された（図３）。

注８：参考文献（５）
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　さらに、北海道情報大学では、認知症で
はない、やや認知機能低下が認められる程
度の人までを含めた65歳から84歳のボラ
ンティアを対象として、ケルセチン高含有
たまねぎやケルセチンを含まない白たまね
ぎを摂取する試験を行った（注９）。この試験
では、ボランティアの男女を30名ずつの
２つのグループに分け、それぞれケルセチ
ン高含有たまねぎと白たまねぎの加熱乾燥
粉末10グラムを約５カ月間毎日摂取して
もらった。ケルセチン高含有たまねぎの粉
末10グラムは約50ミリグラムのケルセチ
ンを含んでいる。
　摂取期間の前後には、一般的な認知機能
検査であるミニメンタルステート検査など

を行った。ミニメンタルステート検査も口
頭で質問して回答してもらう検査で、「今
日は何月何日か」などの自分が置かれてい
る状況の認識や、記憶力、計算力などにつ
いて評価するものである。摂取期間の前後
で、それぞれのグループの点数は変わらな
かったが、年齢の中央で二つに分けた場合
の年齢の若い群では、ケルセチン高含有た
まねぎを摂取した人たちのミニメンタルス
テート検査の点数が高くなった（図４）。
このことから、認知症ではない高齢者ボラ
ンティアを対象とした試験でも、認知機能
を改善する可能性が示された。

注９：参考文献（６）

図３　たまねぎ摂取前後の早期アルツハイマー病患者の認知機能検査項目

図４　たまねぎ摂取前後の高齢者ボランティアの認知機能検査（ミニメンタルステート検査）の点数

資料：参考文献（５）（７）
　注：「ケルセチン高含有たまねぎ」または「ケルセチンを含まないたまねぎ」の加熱乾燥粉末を４週間摂取した。

資料：参考文献（６）（７）
　注：「ケルセチン高含有たまねぎ」または「ケルセチンを含まないたまねぎ」の加熱乾燥粉末を24週間摂取した。
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６　おわりに

　主に海外でケルセチンのサプリメントを
摂取する介入試験が行われており、肥満で
高血圧の患者の血圧を下げるなどの報告も
あるが、病気にかかっていない人に対する
たまねぎの効果を示す報告はほとんどな
い。

　たまねぎの認知機能改善効果を明らかに
するためには、さらに介入試験を行って確
認をする必要があるだろう。しかし、これ
までの結果はケルセチンを含むたまねぎを
食べる習慣が、生活習慣病や認知症の予防
に寄与する可能性を示しており、研究グ
ループでは、さらに研究を進める予定であ
る。
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